
(57)【要約】

【課題】獣類の侵入を防止する侵入防止方法及び緑化構

造物を提供する。

【解決手段】法枠３が形成された緑化工基盤４には、上

端、下端及び側端の法枠３に対し、第１及び第２の線材

８，９が間隔を保持して張設されている。横梁３ａに平

行に配設された第１及び第２の線材８，９は、法枠３を

構成する各縦梁３ｂの間に、縦梁３ｂの上面に沿って張

設されている。縦梁３ｂに平行に配設された第１及び第

２の線材８，９は、各横梁３ａの間に、横梁３ａの上面

に沿って張設されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 法 枠 が 形 成 さ れ た 緑 化 構 造 物 へ の 獣 類 の 侵 入 防 止 方 法 で あ っ て 、
　 獣 類 の 侵 入 を 防 止 す る た め の 線 材 を 、 前 記 法 枠 を 構 成 す る 梁 と 梁 と の 間 に 張 る こ と を 特
徴 と す る 侵 入 防 止 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 獣 類 の 侵 入 防 止 方 法 に お い て 、
　 複 数 の 前 記 線 材 を 、 間 隔 を 保 持 し て 平 行 に 配 置 す る こ と を 特 徴 と す る 獣 類 の 侵 入 防 止 方
法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 獣 類 の 侵 入 防 止 方 法 に お い て 、
　 複 数 の 前 記 線 材 を 、 互 い に 接 近 す る 方 向 へ の 移 動 を 規 制 し て 配 設 す る こ と を 特 徴 と す る
獣 類 の 侵 入 防 止 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 法 枠 が 形 成 さ れ た 緑 化 構 造 物 で あ っ て 、
　 前 記 法 枠 を 構 成 す る 梁 と 梁 と の 間 に 配 設 さ れ た 線 材 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 緑 化 構 造
物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 緑 化 構 造 物 に お い て 、
　 複 数 の 前 記 線 材 の 間 に 、 環 状 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 緑 化 構 造 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の 緑 化 構 造 物 に お い て 、
　 複 数 の 前 記 線 材 の 間 に 、 前 記 各 線 材 の 互 い に 接 近 す る 方 向 へ の 移 動 を 規 制 す る 間 隔 保 持
部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 緑 化 構 造 物 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ４ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 緑 化 構 造 物 に お い て 、
　 前 記 法 枠 を 構 成 す る 前 記 梁 の 上 に 、 突 起 部 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 緑 化 構 造 物 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 獣 類 の 侵 入 防 止 方 法 及 び 緑 化 構 造 物 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 多 く の 山 岳 地 域 に お い て 、 近 年 急 激 に カ モ シ カ 、 ニ ホ ン ジ カ 類 の 密 度 が 増 大 し て い る 。
こ の 現 象 に 伴 い 、 こ れ ら の シ カ 類 に よ る 樹 木 の 食 害 や 、 食 害 に よ る 表 土 の 流 出 等 の 森 林 被
害 が 拡 大 し て い る 。 強 い 食 害 を 受 け た 地 域 で は 、 多 く の 植 物 が 枯 損 し 、 棘 の あ る 植 物 や シ
カ 類 に 有 害 な 成 分 を 含 む 植 物 し か 残 ら な い こ と も あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 緑 化 工 が 施 さ れ た 法 面 又 は 傾 斜 地 に も 、 シ カ 類 等 の 導 入 植 物 の 採 餌 活 動 に よ る 食 害 及 び
引 き 抜 き 被 害 、 施 工 地 へ の 侵 入 に よ る 生 育 基 盤 の 踏 み 荒 ら し 、 こ れ ら に 伴 う 生 育 基 盤 の 弱
体 化 や 流 出 被 害 は 多 発 し て い る 。 こ の よ う な 被 害 に あ っ た 施 工 地 は 、 導 入 植 物 の 衰 退 が 進
行 し 、 著 し い 場 合 は 生 育 基 盤 が 流 出 し 、 裸 地 化 し て 再 施 工 を 余 儀 な く さ れ る 等 、 大 き な 問
題 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 緑 化 工 施 工 地 の 被 害 は 、 培 土 等 を 法 面 等 に 吹 付 け る 植 生 基 材 吹 付 工 の よ う な
工 種 だ け で な く 、 広 く 普 及 し て い る 吹 付 枠 工 を 併 用 し た 緑 化 工 施 工 地 に お い て も 同 様 に 発
生 し て い る 。 吹 付 枠 工 を 施 工 し た 法 面 又 は 傾 斜 地 に 対 し て は 、 枠 の 上 面 や 周 囲 に 金 網 や 合
成 樹 脂 製 の ネ ッ ト を 設 置 し て 、 獣 類 の 侵 入 を 防 止 す る 方 法 が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参
照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ６ ６ ４ ５ ７ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ が 、 金 網 を 設 置 す る 方 法 は 、 侵 入 防 止 効 果 は 高 い が 、 法 枠 が 形 成 さ れ た 斜 面 全 体
に 金 網 を 張 設 す る こ と に な る た め 、 コ ス ト が 高 く な る 。 合 成 樹 脂 製 の ネ ッ ト は 、 紫 外 線 に
よ る 劣 化 が 急 速 で 、 効 果 の 持 続 期 間 が 短 い だ け で な く 、 破 損 す る と 景 観 上 見 苦 し い 。 さ ら
に 、 こ れ ら の 網 を 敷 設 す る 方 法 は 、 法 枠 工 の 景 観 を 損 な う だ け で な く 、 長 期 間 経 過 後 、 網
を 構 成 す る 鋼 材 等 が 腐 蝕 し た と き に 撤 去 費 も 多 大 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 獣 類 の 侵 入 を 防 止 す
る 侵 入 防 止 方 法 及 び 緑 化 構 造 物 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 法 枠 が 形 成 さ れ た 緑 化 構 造 物 へ
の 獣 類 の 侵 入 防 止 方 法 で あ っ て 、 獣 類 の 侵 入 を 防 止 す る た め の 線 材 を 、 前 記 法 枠 を 構 成 す
る 梁 と 梁 と の 間 に 張 る こ と を 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 獣 類 の 侵 入 防 止 方 法 に お い て 、 複 数 の 前 記
線 材 を 、 間 隔 を 保 持 し て 平 行 に 配 置 す る こ と を 要 旨 と す る 。
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 獣 類 の 侵 入 防 止 方 法 に お い て 、 複 数
の 前 記 線 材 を 、 互 い に 接 近 す る 方 向 へ の 移 動 を 規 制 し て 配 設 す る こ と を 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 法 枠 が 形 成 さ れ た 緑 化 構 造 物 で あ っ て 、 前 記 法 枠 を 構 成 す る
梁 と 梁 と の 間 に 配 設 さ れ た 線 材 を 備 え た こ と を 要 旨 と す る 。
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 緑 化 構 造 物 に お い て 、 複 数 の 前 記 線 材 の 間
に 、 環 状 部 を 設 け た こ と を 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の 緑 化 構 造 物 に お い て 、 複 数 の 前 記 線
材 の 間 に 、 前 記 各 線 材 の 互 い に 接 近 す る 方 向 へ の 移 動 を 規 制 す る 間 隔 保 持 部 材 を 設 け た こ
と を 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ４ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 緑 化 構 造 物 に お い て 、
前 記 法 枠 を 構 成 す る 前 記 梁 の 上 に 、 突 起 部 を 備 え た こ と を 要 旨 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 １ 又 は ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 線 材 を 、 法 枠 を 構 成 す る 梁 と 梁 の 間 に 張 る 。 こ
の た め 、 獣 類 が 緑 化 構 造 物 に 侵 入 し た 際 に 、 獣 類 の 足 と 線 材 と が 接 触 せ ざ る を 得 な く な り
、 獣 類 の 警 戒 心 を 煽 る こ と が で き る 。 又 は 、 獣 類 が 、 線 材 を 警 戒 し て 緑 化 構 造 物 へ の 侵 入
を 回 避 す る 。 従 っ て 、 獣 類 に よ り 、 法 枠 内 に 生 育 し た 植 物 が 採 食 さ れ る 、 い わ ゆ る 食 害 を
防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 獣 類 が 、 法 枠 内 の 客 土 層 の 上 を 歩 き 回 る の を 防 止 で き る た
め 、 法 枠 内 に 生 育 し た 植 物 が 踏 み 荒 ら さ れ る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 線 材 を 間 隔 を 保 持 し て 平 行 に 配 設 す る 。 こ の た め 、 獣
類 が 緑 化 構 造 物 に 侵 入 す る 際 に は 、 複 数 の 線 材 を 跨 ぐ か 、 線 材 の 間 に 足 を 踏 み 入 れ な け れ
ば な ら な い の で 、 緑 化 構 造 物 へ の 侵 入 を 困 難 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 線 材 の 互 い に 接 近 す る 方 向 を 規 制 す る 。 こ の た め 、 外
力 が 加 え ら れ る こ と に よ り 線 材 が 近 接 す る こ と が な い 。 従 っ て 、 各 線 材 の 間 の 間 隔 を 、 適
度 な 長 さ に 保 持 す る こ と に よ り 、 侵 入 防 止 効 果 を 持 続 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 線 材 の 間 に 環 状 部 が 配 設 さ れ る 。 こ の た め 、 線
材 の 間 に 足 を 入 れ た 獣 類 が 、 線 材 と 平 行 な 方 向 へ の 歩 行 を 試 み た 場 合 に 、 環 状 部 が 獣 類 の
足 に 引 っ 掛 か る 。 こ の た め 、 獣 類 に よ る 、 線 材 と 平 行 な 方 向 へ の 歩 行 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 線 材 の 間 に 、 間 隔 保 持 部 材 を 設 け た 。 従 っ て 、
各 線 材 の 間 の 間 隔 を 、 適 度 な 長 さ に 保 持 す る こ と に よ り 、 侵 入 防 止 効 果 を 持 続 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 梁 の 上 に 、 突 起 部 が 備 え ら れ る 。 獣 類 が 線 材 を 回 避 し
て 、 梁 上 の 歩 行 を 試 み た り 、 梁 を 乗 り 越 え た 場 合 に も 、 突 起 部 に よ り 、 緑 化 構 造 物 の 侵 入
を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 具 体 化 し た 一 実 施 形 態 を 図 １ ～ 図 ６ に 従 っ て 説 明 す る 。 図 １ は 、 緑 化 工
を 完 了 し た 傾 斜 面 を 有 す る 地 山 の 説 明 図 で あ る 。 図 ２ 及 び 図 ３ は 、 同 地 山 の 部 分 側 面 図 、
図 ４ は 、 図 ２ に お け る Ａ － Ａ 線 に お け る 地 山 の 断 面 要 部 を 示 し て い る 。 図 ５ は 、 同 地 山 の
要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 地 山 １ に 形 成 さ れ た 法 面 ２ は 、 上 端 か ら 道 路 Ｒ に 接 す る 下 端 ま で 全
面 が 傾 斜 し て お り 、 多 数 の 法 枠 ３ か ら な る 緑 化 工 基 盤 ４ が 形 成 さ れ て い る 。 法 枠 ３ は 、 法
面 ２ 上 に 升 目 状 に 形 成 さ れ 、 法 面 ２ の 高 さ 方 向 （ 図 １ 中 Ｙ ２ 方 向 ） の 列 及 び 水 平 方 向 （ Ｘ
２ 方 向 ） の 行 を 成 し て い る 。 法 枠 ３ を 形 成 す る 際 は 、 地 山 の 滑 落 を 防 止 す る 金 網 上 に 組 立
枠 を 組 立 て 、 そ の 組 立 枠 に モ ル タ ル を 吹 付 け る 。 そ し て 、 吹 付 け た モ ル タ ル を 硬 化 さ せ る
こ と に よ り 、 略 四 角 枠 状 の 法 枠 ３ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 法 枠 ３ は 、 法 面 ２ に 沿 っ た 水 平 方 向 （ Ｘ ２ 方 向 ） に ほ ぼ 平 行
に 形 成 さ れ た 横 梁 ３ ａ と 、 法 面 ２ に 沿 っ た 高 さ 方 向 （ Ｙ ２ 方 向 ） に ほ ぼ 平 行 に 形 成 さ れ た
縦 梁 ３ ｂ と か ら 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の 横 梁 ３ ａ 及 び 縦 梁 ３ ｂ の 地 山 １ の 地 肌 １ ａ か ら
の 高 さ は 、 １ ５ ０ ～ ３ ０ ０ ｍ ｍ に な っ て い る 。 ま た 、 横 梁 ３ ａ 、 縦 梁 ３ ｂ 及 び 地 肌 １ ａ か
ら 構 成 さ れ る 空 間 で あ る 植 生 材 収 容 部 ６ の 横 幅 及 び 縦 幅 は 、 １ ７ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 に な っ て い
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 法 面 ２ 上 に 法 枠 ３ を 形 成 す る と 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 三 角 柱 状 に 形 成 さ れ た 滞 留 防 止 部
材 ５ を 、 横 梁 ３ ａ の 上 側 面 ３ ｆ に 沿 っ て 配 設 す る 。 即 ち 、 法 枠 ３ を 構 成 す る 横 梁 ３ ａ の う
ち 、 横 梁 ３ ａ の 上 側 面 ３ ｆ に は 雨 水 が 滞 留 し や す く 、 植 物 の 根 腐 れ 、 地 山 １ の 浸 食 等 が 発
生 し や す い 。 こ の た め 、 横 梁 ３ ａ の 上 側 面 ３ ｆ と 地 肌 １ ａ と の 間 で 構 成 さ れ る 空 間 を 、 断
面 三 角 状 の 滞 留 防 止 部 材 ５ で 埋 め る こ と に よ っ て 、 こ の 空 間 の 雨 水 の 滞 留 を 防 止 す る 。 ま
た 、 横 梁 ３ ａ と 地 肌 １ ａ と の 間 に 配 設 さ れ た 滞 留 防 止 部 材 ５ の 上 面 ５ ａ は 、 ほ ぼ 水 平 と な
り 、 そ の 幅 が 、 お よ そ ２ ８ ０ ～ ４ ５ ０ ｍ ｍ に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 滞 留 防 止 部 材 ５ を 配 設 す る と 、 植 生 材 収 容 部 ６ に 、 混 練 物 を 吹 付 け る 。 混 練 物 は 、 培 土
、 バ ー ク 堆 肥 等 の 土 壌 改 良 剤 、 肥 料 、 接 合 剤 、 及 び 種 子 等 を 混 合 し て 作 成 す る 。 そ し て 、
こ の 混 練 物 を ス ク イ ズ ポ ン プ 又 は 圧 縮 空 気 等 を 使 用 し て 植 生 材 収 容 部 ６ に 吹 付 け る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 植 生 材 収 容 部 ６ に 吹 付 け ら れ た 混 練 物 は 、 図 ２ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 地 肌 １ ａ に 積 層
さ れ て 、 生 育 基 盤 ７ を 形 成 す る 。 生 育 基 盤 ７ は 、 例 え ば ５ ０ ｍ ｍ 等 、 植 物 が 生 育 で き る だ
け の 厚 み を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 生 育 基 盤 ７ を 植 生 材 収 容 部 ６ 内 に 形 成 す る と 、 図 １ に 示 す よ う に 、 獣 類 の 侵 入 を 防 止 す
る た め の 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 緑 化 工 基 盤 ４ に 配 設 す る 。 こ の 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材
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８ ， ９ は 、 緑 化 工 基 盤 ４ の 上 端 及 び 下 端 と 、 左 側 端 及 び 右 側 端 等 、 緑 化 工 基 盤 ４ の 各 端 の
法 枠 ３ に 対 し て 張 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 例 え ば 、 図 １ に 示 す よ う に 、 緑 化 工 基 盤 ４ の 下 端 の ３ 行 の 各 法 枠 ３ と 、 上 端 の ３ 行 の 各
法 枠 ３ に 対 し 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 各 横 梁 ３ ａ （ Ｘ ２ 方 向 ） に 平 行 に 張 設 す る 。
第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ は 、 金 属 製 の 線 材 で あ っ て 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 １ つ の 法 枠 ３
を 構 成 す る 各 縦 梁 ３ ｂ の 間 に 亘 っ て 、 縦 梁 ３ ｂ の 上 面 ３ ｇ に 沿 っ て 、 接 触 さ せ て 配 設 す る
。 ま た 、 緑 化 工 基 盤 ４ の 左 端 の ３ 列 の 各 法 枠 ３ と 、 右 端 の ３ 列 の 各 法 枠 ３ に 対 し て 、 第 １
及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 縦 梁 ３ ｂ （ Ｙ ２ 方 向 ） と 平 行 に 張 設 す る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 縦
梁 ３ ｂ と 平 行 な 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ は 、 各 横 梁 ３ ａ の 間 に 亘 っ て 、 横 梁 ３ ａ の 上 面
３ ｈ に 沿 っ て 張 設 す る 。 尚 、 図 ２ は 、 下 端 ３ 行 を 構 成 す る 各 法 枠 ３ 、 図 ３ は 、 右 端 ３ 列 を
構 成 す る 各 法 枠 ３ を 図 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 下 端 か ら ３ 行 の 法 枠 ３ に 対 し て 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 張 設 す る 際 は 、 図 ４ に 示 す
よ う に 、 第 １ の 線 材 ８ を 、 横 梁 ３ ａ の 角 頂 部 ３ ｅ か ら 、 水 平 方 向 （ 法 面 ２ に 対 し て 奥 行 き
方 向 、 図 ４ 中 Ｘ １ 方 向 ） に 長 さ Ｌ １ 、 鉛 直 方 向 （ 重 力 方 向 、 図 ４ 中 Ｙ １ 方 向 ） に 高 さ Ｈ １
の 位 置 に 、 縦 梁 ３ ｂ の 上 面 に 沿 っ て 張 設 す る 。 こ の と き 、 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ の 線 材
８ の 両 端 を 、 地 山 １ に 打 ち 込 ん だ ア ン カ ー ピ ン Ｐ に 固 定 す る 。 尚 、 法 面 ２ の 傾 斜 角 は 、 本
実 施 形 態 で は ４ ５ 度 以 上 を 想 定 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 長 さ Ｌ １ は 、 第 １ の 線 材 ８ が 、 滞 留 防 止 部 材 ５ の 上 方 に 配 置 さ れ る 長 さ に 設 定 さ れ て い
る 。 さ ら に 、 こ の 長 さ Ｌ １ は 、 ニ ホ ン ジ カ 等 の 偶 蹄 目 類 に 代 表 さ れ る 獣 類 が 角 頂 部 ３ ｅ に
足 を 掛 け た 状 態 で 、 滞 留 防 止 部 材 ５ 又 は 植 生 材 収 容 部 ６ を 踏 み 込 む 場 合 の 歩 幅 （ ４ ０ ０ ～
８ ０ ０ ｍ ｍ ） よ り も 小 さ く な る よ う に 設 定 さ れ 、 本 実 施 形 態 で は 、 長 さ Ｌ １ は 、 ７ ０ ～ １
２ ０ ｍ ｍ で あ っ て 、 こ の 範 囲 内 で 法 面 ２ の 傾 斜 角 等 に 応 じ て 設 定 さ れ る 。 ７ ０ ｍ ｍ よ り も
小 さ く す る と 、 角 頂 部 ３ ｅ と 第 １ の 線 材 ８ と の 距 離 が 過 小 と な り 、 獣 類 が 第 １ の 線 材 ８ を
容 易 に 跨 い で 、 滞 留 防 止 部 材 ５ の 上 に 足 を 置 く よ う に な る 。 １ ２ ０ ｍ ｍ よ り も 大 き い と 、
第 １ の 線 材 ８ に 触 れ る こ と な く 、 滞 留 防 止 部 材 ５ の 上 に 足 を 掛 け て し ま う 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 高 さ Ｈ １ は 、 本 実 施 形 態 で は 、 １ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 。 第 １ の 線 材 ８ の 高 さ Ｈ １ が
１ ０ ０ ｍ ｍ よ り も 低 い と 、 獣 類 が 容 易 に 第 １ の 線 材 ８ を 跨 い で し ま う 。 高 さ Ｈ １ が ２ ０ ０
ｍ ｍ よ り も 大 き い と 、 上 記 し た よ う に 、 第 １ の 線 材 ８ に 接 触 す る こ と な く 、 例 え ば 滞 留 防
止 部 材 ５ 等 、 第 １ の 線 材 ８ の 手 前 を 踏 み 込 ん で し ま う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 第 １ の 線 材 ８ を 配 置 す る と 、 獣 類 が 滞 留 防 止 部 材 ５ の 上 面 ５ ａ 等 に 足 を 掛 け
た 際 に 、 第 １ の 線 材 ８ が 、 ニ ホ ン ジ カ 等 の 足 の う ち 、 蹄 よ り も 上 方 の 部 位 に 接 触 す る 。 獣
類 の 足 に 第 １ の 線 材 ８ が 接 触 す る と 、 獣 類 は 警 戒 し て 、 接 触 を 避 け よ う と す る 。 こ の た め
、 動 作 が 困 難 に な り 、 生 育 基 盤 ７ へ の 侵 入 が 難 し く な る 。 ま た 、 法 面 ２ の 傾 斜 が 大 き く な
る ほ ど 獣 類 の 歩 行 の 容 易 な 幅 が 小 さ く な る た め 、 傾 斜 角 が 大 き く な る ほ ど 長 さ Ｌ １ ， Ｌ ２
を 小 さ く す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 ２ の 線 材 ９ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 横 梁 ３ ａ の 角 頂 部 ３ ｅ か ら 、 水 平 方 向 （ Ｘ １ 方 向
） に 長 さ Ｌ ２ 、 鉛 直 方 向 （ Ｙ １ 方 向 ） に 高 さ Ｈ ２ の 位 置 に 配 置 し 、 そ の 両 端 を 地 山 １ に 打
ち 込 ん だ ア ン カ ー ピ ン Ｐ に 固 定 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 長 さ Ｌ ２ は 、 ２ ０ ０ ～ ４ ５ ０ ｍ ｍ
に 設 定 さ れ て い る 。 長 さ Ｌ ２ が ２ ０ ０ ｍ ｍ よ り も 小 さ い と 、 ニ ホ ン ジ カ 等 の 獣 類 が 第 １ 及
び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ の 間 を 一 度 に 乗 り 越 え て 、 生 育 基 盤 ７ を 容 易 に 踏 み 込 む 。 長 さ Ｌ ２ が
４ ５ ０ ｍ ｍ よ り も 大 き い と 第 １ の 線 材 ８ と の 間 隔 が 過 大 と な り 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ，
９ の 間 を 踏 み 込 ん で も 、 獣 類 の 足 と 第 １ 又 は 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ と 接 触 し な い こ と が あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 高 さ Ｈ ２ は 、 本 実 施 形 態 で は 、 ４ ２ ０ ～ ５ ５ ０ ｍ ｍ に な っ て い る 。 高 さ Ｈ ２ が ４ ２ ０ ｍ
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ｍ よ り も 低 い と 、 上 記 し た よ う に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 一 度 に 乗 り 越 え や す い 。
高 さ Ｈ ２ が ５ ５ ０ ｍ ｍ よ り も 大 き い と 、 上 記 し た よ う に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ の 間
を 踏 み 込 み や す い 。 こ の よ う に 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 各 法 枠 ３ に 対 し て 張 設 す る と
、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ は 、 地 山 １ の 地 肌 １ ａ に 対 し て 、 ほ ぼ １ ５ ０ ～ ３ ０ ０ ｍ ｍ 離
間 し た 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 配 設 す る と 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ の 間 に 、 各 法 枠 ３
に 対 し て １ 個 の 割 合 で 間 隔 保 持 部 材 １ ０ を 配 置 す る 。 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 間 隔 保
持 部 材 １ ０ は 、 円 環 状 に 形 成 さ れ た 線 材 か ら な る 環 状 部 １ １ と 、 環 状 部 １ １ の 一 部 に 設 け
ら れ た 支 持 部 １ ２ と を 備 え て い る 。 支 持 部 １ ２ は 、 合 成 樹 脂 等 か ら な り 、 環 状 部 １ １ に 取
付 け ら れ た 取 付 部 １ ３ と 、 １ 対 の 規 制 部 １ ４ と を 備 え て い る 。 規 制 部 １ ４ は 、 環 状 部 １ １
の 内 側 を 向 く よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 間 隔 保 持 部 材 １ ０ は 、 環 状 部 １ １ 内 に 挿 通 し た 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ 間 に 、 支 持 部
１ ２ に 設 け た １ 対 の 規 制 部 １ ４ を 介 在 さ せ る こ と に よ り 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ の 互
い に 接 近 す る 方 向 へ の 移 動 を 規 制 す る 。 尚 、 こ の 間 隔 保 持 部 材 １ ０ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線
材 ８ ， ９ を 張 設 す る 前 に 、 予 め 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ に 通 し て お い て も 良 い 。 又 は 間
隔 保 持 部 材 １ ０ の 取 付 部 １ ３ を 開 閉 可 能 に 構 成 し 、 開 状 態 に し た 取 付 部 １ ３ か ら 既 に 張 設
し た 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 、 環 状 部 １ １ の 内 側 に 通 す よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 、 間 隔 保 持 部 材 １ ０ は 、 取 付 部 １ ３ の 下 面 で 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ に 支 持 さ
れ る の で 、 振 子 状 態 と な る 。 こ の た め 、 ニ ホ ン ジ カ 等 の 獣 類 が 、 間 隔 保 持 部 材 １ ０ に 接 触
す る と 、 間 隔 保 持 部 材 １ ０ が 揺 動 す る の で 、 獣 類 を 警 戒 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 獣 類
が 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ の 間 に 足 を 差 し 込 み 、 横 方 向 （ Ｘ ２ 方 向 ） へ の 移 動 を 試 み た
場 合 、 蹄 が 環 状 部 １ １ の 中 に 引 っ 掛 か る の で 、 横 歩 き を 抑 制 す る こ と が で き る 。 ま た 、 横
歩 き を 行 っ た と し て も 、 各 法 枠 ３ に 対 し て １ 個 の 間 隔 保 持 部 材 １ ０ が 、 例 え ば １ ７ ０ ０ ｍ
ｍ の 間 隔 で 配 置 さ れ て い る の で 、 複 数 の 法 枠 ３ に 亘 る 横 歩 き を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う に 、 緑 化 工 基 盤 ４ の う ち 下 端 の ３ 行 の 法 枠 ３ に 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 張
設 す る と 、 上 端 の ３ 行 の 法 枠 ３ に 対 し て も 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 張 設 す る 。 こ の と
き 、 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ の 線 材 ８ を 、 法 枠 ３ を 構 成 す る ２ つ の 横 梁 ３ ａ の う ち 、 下 側
の 横 梁 ３ ａ の 角 頂 部 ３ ｅ か ら 、 長 さ Ｌ １ の 位 置 に 配 置 し 、 第 ２ の 線 材 ９ を 、 そ の 角 頂 部 ３
ｅ か ら 長 さ Ｌ ２ の 位 置 に 配 置 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 同 様 に 、 緑 化 工 基 盤 ４ の 各 側 端 に 形 成 さ れ た ３ 列 の 法 枠 ３ に 対 し て 、 縦 梁 ３ ｂ と
平 行 に 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 張 設 す る 。 例 え ば 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 右 端 の 列 の 各
法 枠 ３ に 対 し て 、 第 １ の 線 材 ８ を 、 第 ２ の 線 材 ９ よ り も 外 側 （ 右 側 ） に な る よ う に 張 設 す
る 。 こ の と き 、 第 １ の 線 材 ８ は 、 各 縦 梁 ３ ｂ の う ち 、 外 側 （ 右 側 ） の 縦 梁 ３ ｂ の 角 頂 部 ３
ｅ か ら 水 平 方 向 （ Ｘ ２ 方 向 ） の 長 さ Ｌ １ の 位 置 に 張 設 す る 。 ま た 、 第 ２ の 線 材 ９ は 、 縦 梁
３ ｂ の 角 頂 部 ３ ｅ か ら 長 さ Ｌ ２ の 位 置 に 張 設 す る 。 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 張 設 す る
と 、 そ の 間 に 間 隔 保 持 部 材 １ ０ を 配 設 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 緑 化 工 基 盤 ４ の 側 端 か ら 侵 入 し よ う と す る 獣 類 が 、 縦 梁 ３ ｂ と 平 行 に 張 設
さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 一 度 に 乗 り 越 え た り 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ の 間
を 踏 み 込 ん だ 際 に 、 獣 類 の 足 と 第 １ 又 は 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ が 接 触 し や す く な る 。 ま た 、 第
１ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ と の 接 触 を 回 避 し よ う と す る と 、 動 作 が 不 安 定 と な る た め 、 獣 類
は 侵 入 に 消 極 的 に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う に 上 端 、 下 端 及 び 側 端 に 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 張 設 す る と 、 第 １ 及 び 第
２ の 線 材 ８ ， ９ を 張 設 し て い な い 法 枠 ３ が 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 張 設 し た 法 枠 ３
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に 取 り 囲 ま れ た 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ 及 び 間 隔 保 持 部 材 １ ０ を 配 設 す る と 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 第
１ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ の 途 中 に 、 突 起 部 １ ５ を 配 設 す る 。 突 起 部 １ ５ は 、 ４ 本 の 線 材 か
ら 構 成 さ れ 、 本 実 施 形 態 で は 四 角 錐 状 を な し て い る 。 ま た 、 突 起 部 １ ５ の 高 さ は 、 ３ ０ ０
ｍ ｍ 程 度 に な っ て い る 。 こ の 突 起 部 １ ５ は 、 横 梁 ３ ａ に 平 行 に 張 設 さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ の
線 材 ８ ， ９ に 対 し て 固 定 さ れ 、 縦 梁 ３ ｂ 上 に 配 置 さ れ る 。 ま た 、 縦 梁 ３ ｂ に 平 行 に 張 設 さ
れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ に 対 し て 固 定 さ れ た 突 起 部 １ ５ は 、 横 梁 ３ ａ の 上 に 配 置 さ
れ る 。 例 え ば 、 ニ ホ ン ジ カ 等 の 獣 類 が 、 横 梁 ３ ａ と 平 行 に 張 設 さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材
８ ， ９ を 避 け て 、 縦 梁 ３ ｂ を 駆 け 上 が ろ う と し た 場 合 に は 、 こ の 突 起 部 １ ５ に 足 を 引 っ 掛
け る 。 又 は 、 こ の 突 起 部 １ ５ を 警 戒 し て 、 縦 梁 ３ ｂ に 沿 っ た 移 動 を 中 止 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ れ ら の 工 程 を 経 て 完 成 し た 緑 化 工 基 盤 ４ は 、 法 枠 ３ に 金 網 を 敷 設 す る 場 合 に 比 べ 、 第
１ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ が 目 立 た な い の で 、 緑 化 工 基 盤 ４ の 景 観 に 悪 影 響 を 与 え な い 。 ま
た 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ は 、 縦 梁 ３ ｂ 又 は 横 梁 ３ ａ に 対 し て 離 間 さ せ る の で は な く
、 縦 梁 ３ ｂ 又 は 横 梁 ３ ａ に 沿 っ て 張 設 す る だ け で 、 生 育 基 盤 ７ に 対 し て 離 間 し た 状 態 と な
る 。 こ の た め 、 施 工 が 容 易 と な る と と も に 、 獣 類 が 侵 入 し た 際 に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８
， ９ と 、 獣 類 の 蹄 か ら 上 の 部 位 と を 主 に 接 触 さ せ て 、 警 戒 心 又 は 不 快 感 を 煽 る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ し て 、 ニ ホ ン ジ カ 等 の 偶 蹄 目 類 に 代 表 さ れ る 獣 類 が 、 完 成 し た 緑 化 工 基 盤 ４ の 上 端 、
下 端 又 は 側 端 か ら 侵 入 す る 場 合 、 法 枠 ３ の 角 頂 部 ３ ｅ 等 に 足 を 掛 け て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線
材 ８ ， ９ の 間 を 踏 み 込 ん だ り 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 跨 ご う と 試 み る 。 し か し 、 足
、 蹄 、 副 蹄 が 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ の い ず れ か に 接 触 せ ざ る を 得 な く な る の で 、 獣 類
は 、 急 傾 斜 の 場 所 で 不 安 定 な 行 動 を 余 儀 な く さ れ 、 緑 化 工 基 盤 ４ へ の 侵 入 に 消 極 的 と な り
、 侵 入 頻 度 が 大 き く 減 少 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ へ の 接 触 を 回 避 す る た め に 、 縦 梁 ３ ｂ 又 は 横 梁 ３ ａ 上
の 歩 行 を 試 み た 場 合 、 縦 梁 ３ ｂ 上 に 配 置 さ れ た 突 起 部 １ ５ に 足 が 引 っ 掛 か る 。 又 は 、 突 起
部 １ ５ を 回 避 し よ う と す る と 、 不 安 定 な 動 作 と な る 。 こ の た め 、 緑 化 工 基 盤 ４ へ の 侵 入 頻
度 が 減 少 す る 。 さ ら に 、 獣 類 が 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ の 間 の 横 歩 き （ 又 は 縦 歩 き ） を
試 み た 場 合 に も 、 間 隔 保 持 部 材 １ ０ の 環 状 部 １ １ に 足 を 引 っ 掛 け る の で 、 横 歩 き （ 又 は 縦
歩 き ） を 中 止 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 さ ら に 、 所 定 の 養 生 期 間 が 経 過 す る と 、 生 育 基 盤 ７ か ら は 、 カ バ ー プ ラ ン ト が 生 育 す る
。 生 育 基 盤 ７ か ら 生 育 し た 植 物 は 、 そ の 先 端 が 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ の 上 方 に 突 出
す る 。 こ の た め 、 緑 化 工 基 盤 ４ の 外 側 か ら 見 る と 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ は 、 植 物 に
隠 れ て さ ら に 目 立 た な く な る 。 そ し て 、 ニ ホ ン ジ カ 等 の 獣 類 が 、 植 物 を 食 べ よ う と し て 、
第 １ 又 は 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ 等 に 気 付 か ず に 緑 化 工 基 盤 ４ に 侵 入 し た 場 合 、 第 １ 又 は 第 ２ の
線 材 ８ ， ９ や 、 間 隔 保 持 部 材 １ ０ 、 突 起 部 １ ５ が 、 獣 類 の 足 に 引 っ 掛 か る 。 こ の た め 、 獣
類 は 警 戒 し て 、 緑 化 工 基 盤 ４ へ の 侵 入 を 中 止 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の よ う な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
　 （ １ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 獣 類 の 侵 入 を 防 止 す る た め の 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 、
法 枠 ３ の 横 梁 ３ ａ （ 又 は 縦 梁 ３ ｂ ） に 平 行 に 、 縦 梁 ３ ｂ （ 又 は 横 梁 ３ ａ ） の 上 面 ３ ｇ ， ３
ｈ に 沿 っ て 張 設 す る よ う に し た 。 こ の た め 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ は 、 法 枠 ３ 内 の 生
育 基 盤 ７ か ら 離 間 し た 状 態 と な り 、 獣 類 が 緑 化 工 基 盤 ４ に 侵 入 し た 際 に 、 獣 類 の 足 が 第 １
及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ と 接 触 せ ざ る を 得 な く な る 。 こ の た め 、 獣 類 の 警 戒 心 を 煽 る と と も
に 、 急 傾 斜 で の 不 安 定 な 行 動 を 余 儀 な く さ れ る 。 従 っ て 、 緑 化 工 基 盤 ４ へ の 獣 類 の 侵 入 頻
度 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 獣 類 に よ り 、 法 枠 ３ 内 に 生 育 し た 植 物 が 採 食 さ
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れ る 、 い わ ゆ る 食 害 を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 獣 類 に よ る 、 法 枠 ３ 内 に 生 育 し た 植
物 の 踏 み 荒 ら し を 防 止 で き る 。 さ ら に 、 獣 類 の 侵 入 防 止 の た め の 施 工 が 簡 単 に な る と と も
に 、 金 網 を 敷 設 す る 場 合 等 に 比 べ て コ ス ト を 削 減 で き る 。 ま た 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ，
９ は 、 緑 化 工 基 盤 ４ の 外 側 か ら 見 た 場 合 に 目 立 た な い の で 、 金 網 等 の ネ ッ ト を 敷 設 す る 場
合 に 比 べ て 、 緑 化 工 基 盤 ４ の 景 観 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 （ ２ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 、 間 隔 を 保 持 し て 平 行 に 配 置 し
た 。 こ の た め 、 獣 類 が 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 乗 り 越 え て 侵 入 を 試 み た 場 合 等 に 、 第
１ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ の い ず れ か が 獣 類 の 足 に 接 触 す る 確 率 が 高 く な り 、 確 実 に 警 戒 心
を 煽 る こ と が で き る 。 ま た 、 線 材 を 必 要 最 低 限 の ２ 本 に す る こ と で 、 施 工 を 簡 単 に す る と
と も に 、 コ ス ト を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 （ ３ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 線 材 ８ を 、 法 枠 ３ の 横 梁 ３ ａ 又 は 縦 梁 ３ ｂ の 角 頂 部 ３
ｅ か ら 、 水 平 方 向 に お い て ７ ０ ～ １ ２ ０ ｍ ｍ の 位 置 に 設 け る よ う に し た 。 こ の た め 、 法 枠
３ 内 に 侵 入 す る 際 に 、 獣 類 の 足 と 第 １ の 線 材 ８ と が 接 触 し や す い 。 さ ら に 、 第 ２ の 線 材 ９
を 、 横 梁 ３ ａ 又 は 縦 梁 ３ ｂ の 角 頂 部 ３ ｅ か ら 水 平 方 向 に ２ ０ ０ ～ ４ ５ ０ ｍ ｍ の 位 置 に 配 置
す る よ う に し た 。 こ の た め 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 乗 り 越 え る の を 困 難 に す る と と
も に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ の 間 を 踏 み 込 ん だ 際 に も 、 第 １ 又 は 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ と
獣 類 の 足 と が 接 触 す る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 （ ４ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ の 間 に 間 隔 保 持 部 材 １ ０ を 設 け た
。 こ の た め 、 獣 類 の 侵 入 等 に よ り 外 力 が 加 え ら れ て も 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ が 接 近
す る こ と が な く 、 獣 類 の 侵 入 を 防 止 す る た め に 予 め 設 定 さ れ た 適 度 な 間 隔 を 保 持 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 （ ５ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ は 、 縦 梁 ３ ｂ 又 は 横 梁 ３ ａ 上 に 突
起 部 １ ５ を 備 え る よ う に し た 。 こ の た め 、 獣 類 が 、 縦 梁 ３ ｂ 又 は 横 梁 ３ ａ に 沿 っ て 歩 行 し
た と き 、 足 が 突 起 部 １ ５ に 引 っ 掛 か り や す く な る 。 又 は 、 突 起 部 １ ５ を 警 戒 さ せ る こ と に
よ り 、 獣 類 の 横 歩 き 又 は 縦 歩 き を 抑 制 で き る 。 従 っ て 、 縦 梁 ３ ｂ 又 は 横 梁 ３ ａ に 沿 っ た 歩
行 も 防 止 す る の で 、 緑 化 工 基 盤 ４ へ の 侵 入 を よ り 困 難 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 尚 、 本 実 施 形 態 は 以 下 の よ う に 変 更 し て も よ い 。
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 滞 留 防 止 部 材 ５ を 配 設 し た 法 枠 ３ に 限 ら れ る こ と な く 、 滞 留 防 止
部 材 ５ が 無 い 法 枠 ３ に も 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 張 設 し て も 良 い 。 こ の 場 合 に も 上 記
よ う に 、 獣 類 の 侵 入 防 止 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 突 起 部 は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 １ 本 の 線 材 か ら 構 成 さ れ た 半 円 状
の 突 起 部 １ ６ に し て も よ い 。 又 は 、 三 角 形 、 四 角 形 等 、 そ の 他 の 形 状 に し て も よ い 。
　 ・ 間 隔 保 持 部 材 １ ０ の 環 状 部 １ １ は 、 円 環 状 で な く て も 、 四 角 形 状 、 三 角 形 状 、 星 形 状
等 、 そ の 他 の 形 状 で も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 間 隔 保 持 部 材 １ ０ を 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ の 接 近 を 規 制 す
る 機 能 の み を 有 す る 形 状 に し て も よ い 。 具 体 的 に は 、 環 状 部 １ １ を 省 略 し た 形 状 に し て も
よ い 。 こ の 場 合 、 環 状 部 １ １ と 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ の 接 近 を 規 制 す る 部 材 （ 例 え
ば 、 支 持 部 １ ２ ） と を 別 部 材 と し 、 そ れ ぞ れ 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ の 異 な る 位 置 に 取
付 け て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ の う ち 、 横 梁 ３ ａ 及 び 縦 梁 ３ ｂ の 上 に
あ る 部 分 を 固 定 す る 等 し て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ の 互 い に 接 近 す る 方 向 へ の 移 動 を
規 制 で き る 場 合 に は 、 間 隔 保 持 部 材 １ ０ を 省 略 し て も よ い 。
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【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ は 、 緑 化 工 基 盤 ４ の 景 観 を 損 ね な い 程
度 の 直 径 を 有 す る 線 材 で あ れ ば よ い 。 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ と し て は 、 合 成 樹 脂 等 か
ら な る 線 材 を 用 い て も よ く 、 そ の 材 質 は 特 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 傾 斜 角 が ４ ５ 度 未 満 の 法 面 ２ に 対 し て 形 成 さ れ た 法 枠 ３ に 対 し て
、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 張 設 す る よ う に し て も よ い 。
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 法 枠 ３ の 植 生 材 収 容 部 ６ の 横 幅 及 び 縦 幅 を 、 １ ７ ０ ０ ｍ ｍ に し た
が 、 そ の 他 の 長 さ で も よ い 。 こ の と き 、 間 隔 保 持 部 材 １ ０ は 、 １ ０ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ０ ｍ ｍ の
間 隔 で 配 置 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 線 材 ８ を 、 角 頂 部 ３ ｅ か ら 水 平 方 向 に お い て ７ ０ ～ １ ２ ０
ｍ ｍ ， 第 ２ の 線 材 ９ を 角 頂 部 ３ ｅ か ら 水 平 方 向 に ２ ０ ０ ～ ４ ５ ０ ｍ ｍ に 配 置 し た が 、 侵 入
防 止 の 対 象 と な る 獣 類 の 歩 幅 や 、 法 面 ２ の 傾 斜 角 、 法 枠 ３ の 断 面 形 状 に 応 じ て 、 変 更 し て
も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 緑 化 工 基 盤 ４ の 各 側 端 の 列 に 対 し て 張 設 さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 線
材 ８ ， ９ と 、 上 端 及 び 下 端 の 行 に 対 し て 張 設 さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 緑 化 工 基
盤 ４ の 各 隅 部 で 交 差 す る よ う に し た が 、 交 差 し な い よ う に 配 設 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 緑 化 工 基 盤 ４ の 各 側 端 に 形 成 さ れ た ３ 列 の 法 枠 ３ に 対 し て 、 第 １
及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 、 各 縦 梁 ３ ｂ の う ち 、 外 側 の 角 頂 部 ３ ｅ か ら 長 さ Ｌ １ ， Ｌ ２ の 位
置 に そ れ ぞ れ 張 設 し た 。 こ れ 以 外 に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 、 各 縦 梁 ３ ｂ の う ち 、
内 側 の 各 角 頂 部 ３ ｅ か ら 長 さ Ｌ １ ， Ｌ ２ の 位 置 に そ れ ぞ れ 張 設 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 緑 化 工 基 盤 ４ の 各 側 端 の 法 枠 ３ に 対 し て 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 水
平 方 向 （ Ｘ ２ 方 向 ） に 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 張 設 す る よ う に し て も 良 い 。 こ の 場 合
、 上 端 の 各 行 及 び 下 端 の 各 行 に 張 設 さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ の 間 に 配 置 さ れ た 、
各 法 枠 ３ に 対 し 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 張 設 す る 。 こ の よ う に し て も 、 上 端 及 び 下
端 と 、 各 側 端 か ら の 獣 類 の 侵 入 を 防 止 で き る 。 ま た 、 図 ８ で は 、 各 側 端 の ３ 列 の 法 枠 ３ に
対 し 水 平 方 向 に 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 張 設 し た が 、 １ 又 は ２ 列 、 ４ 列 以 上 の 法 枠 ３
に 対 し 張 設 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ は 、 横 梁 ３ ａ 又 は 縦 梁 ３ ｂ に 対 し て 、
斜 め に 張 設 さ れ て も よ い 。 つ ま り 、 法 枠 ３ の 中 に は 、 法 面 ２ の 形 状 に 合 わ せ て 、 台 形 や 三
角 形 の 法 枠 ３ も 形 成 さ れ る 場 合 が あ る 。 こ の よ う な 場 合 に は 、 緑 化 工 基 盤 ４ の 外 縁 の 向 き
、 即 ち 法 枠 ３ の 最 も 外 側 の 梁 の 向 き に 合 わ せ て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 配 置 し て も
よ い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ・ 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ は 、 上 記 実 施 形 態 の よ う に 弛 ま せ な い 状 態 で 張 設 し て も よ
い し 、 縦 梁 ３ ｂ （ 又 は 横 梁 ３ ａ ） の 間 で 若 干 弛 ま せ た 状 態 で 張 設 し て も よ い 。
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 正 面 か ら 見 た 形 状 が 円 形 状 の 法 枠 等 、 四 角 枠 状 以 外 の 法 枠 ３ に 対
し て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 張 設 す る よ う に し て も よ い 。 例 え ば 、 円 状 の 法 枠 ３ の
場 合 に は 、 円 状 の 梁 の う ち 、 ２ 箇 所 に よ っ て 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 張 設 す る 。 ま た
、 断 面 四 角 状 の 法 枠 ３ で な く 、 断 面 欠 円 状 の 法 枠 ３ に 対 し て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９
を 張 設 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 上 端 及 び 下 端 側 の ３ 行 の 法 枠 ３ 、 側 端 の ３ 列 の 法 枠 ３ に 対 し て 、
第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 配 設 し た が 、 緑 化 工 基 盤 ４ の 形 状 に 合 わ せ て 、 ３ 行 ・ ３ 列 以
外 の 数 の 法 枠 ３ に 対 し て 配 設 し て も よ い 。
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【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ・ 法 面 ２ の 途 中 に 段 差 等 の 平 面 部 が 形 成 さ れ て い る 場 合 に は 、 そ の 平 面 部 か ら も 獣 類 が
侵 入 し や す い の で 、 そ の 平 面 部 に 接 続 す る 法 枠 ３ を 下 端 と し た 傾 斜 面 を 取 り 囲 む よ う に 、
第 １ 及 び 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 配 設 す る 。 即 ち 、 獣 類 が 侵 入 し や す い 箇 所 に 、 第 １ 及 び 第 ２
の 線 材 ８ ， ９ を 張 設 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 法 枠 ３ が 大 き い 場 合 等 に は 、 法 枠 ３ に 対 し 、 線 材 を ３ 本 以 上 張 設
す る よ う に し て も よ い 。
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 １ 又 は 第 ２ の 線 材 ８ ， ９ を 省 略 し 、 １ 本 の み の 線 材 を 配 設 す る
よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 、 そ の 線 材 の 位 置 は 、 横 梁 ３ ａ 又 は 縦 梁 ３ ｂ か ら 、 水 平 方 向
（ Ｘ １ 方 向 ） に 、 ７ ０ ～ ４ ５ ０ ｍ ｍ 、 又 は 鉛 直 方 向 （ Ｙ １ 方 向 ） に １ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ｍ ｍ の
位 置 と す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 次 に 、 上 記 実 施 形 態 及 び 別 例 か ら 把 握 で き る 技 術 的 思 想 に つ い て 、 そ れ ら の 効 果 と と も
に 以 下 に 追 記 す る 。
　 （ ａ ） 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 獣 類 の 侵 入 防 止 方 法 に お い て 、 前 記 線 材 を 、 前 記 法 枠 を
構 成 す る 梁 か ら 、 水 平 方 向 に ７ ０ ～ ４ ５ ０ ｍ ｍ の 位 置 に 配 置 す る こ と を 特 徴 と す る 獣 類 の
侵 入 防 止 方 法 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 従 っ て 、 こ の （ ａ ） に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 線 材 は 、 梁 か ら 水 平 方 向 に ７ ０ ～ ４ ５ ０ ｍ
ｍ の 位 置 に 設 け る 。 こ の た め 、 特 に 偶 蹄 目 類 が 、 容 易 に 線 材 を 跨 い だ り 、 線 材 の 手 前 を 踏
み 込 ん だ り す る こ と が 困 難 に な る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 （ ｂ ） 請 求 項 ２ 又 は （ ａ ） に 記 載 の 獣 類 の 侵 入 防 止 方 法 に お い て 、 前 記 各 線 材 の う ち 、
前 記 梁 に 最 も 近 い 線 材 を 、 前 記 梁 か ら 水 平 方 向 に ７ ０ ～ １ ２ ０ ｍ ｍ の 位 置 に 配 置 す る こ と
を 特 徴 と す る 獣 類 の 侵 入 防 止 方 法 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 従 っ て 、 こ の （ ｂ ） に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 梁 に 近 い 線 材 は 、 梁 か ら 水 平 方 向 に ７ ０ ～
１ ２ ０ ｍ ｍ の 位 置 に 設 け る 。 こ の た め 、 侵 入 を 試 み た 獣 類 の 足 が 、 そ の 線 材 に 接 触 し や す
く な る 。 従 っ て 、 獣 類 に よ る 緑 化 構 造 物 へ の 侵 入 が 困 難 に な る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 （ ｃ ） （ ｂ ） に 記 載 の 獣 類 の 侵 入 防 止 方 法 に お い て 、 前 記 梁 に 最 も 近 い 前 記 線 材 に 隣 合
う 線 材 を 、 前 記 梁 か ら 、 水 平 方 向 に ２ ０ ０ ～ ４ ５ ０ ｍ ｍ の 位 置 に 配 置 す る こ と を 特 徴 と す
る 獣 類 の 侵 入 防 止 方 法 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 従 っ て 、 こ の （ ｃ ） に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 梁 に 最 も 近 い 線 材 に 隣 合 っ た 線 材 は 、 梁 か
ら 水 平 方 向 に ２ ０ ０ ～ ４ ５ ０ ｍ ｍ の 位 置 に 設 け る 。 こ の た め 、 獣 類 が 、 梁 に 最 も 近 い 線 材
を 乗 り 越 え て も 、 そ の 次 の 線 材 が 近 く に あ る の で 、 獣 類 の 足 に 、 線 材 を 接 触 さ せ る こ と が
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 の 緑 化 工 基 盤 を 説 明 す る た め の 説 明 図 。
【 図 ２ 】 同 緑 化 工 基 盤 の 要 部 側 面 図 。
【 図 ３ 】 同 緑 化 工 基 盤 の 要 部 側 面 図 。
【 図 ４ 】 同 緑 化 工 基 盤 の 要 部 断 面 図 。
【 図 ５ 】 同 緑 化 工 基 盤 の 要 部 斜 視 図 。
【 図 ６ 】 間 隔 保 持 部 材 の 説 明 図 。
【 図 ７ 】 別 例 の 突 起 部 の 説 明 図 。
【 図 ８ 】 別 例 の 緑 化 工 基 盤 を 説 明 す る た め の 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ７ １ 】
　 ２ … 法 面 、 ３ … 法 枠 、 ３ ａ … 横 梁 、 ３ ｂ … 縦 梁 、 ３ ｅ … 角 頂 部 、 ３ ｆ 、 ３ ｇ … 上 面 、 ４
… 緑 化 構 造 物 と し て の 緑 化 工 基 盤 、 ７ … 生 育 基 盤 、 １ ０ … 間 隔 保 持 部 材 、 １ １ … 環 状 部 、
１ ４ … 規 制 部 、 １ ５ ， １ ６ … 突 起 部 、 Ｐ … ア ン カ ー ピ ン 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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